
〒104-0031　東京都中央区京橋２－２－１

お問い合わせは弊社クライアント・サービス部へ

フリーダイヤル  0120－048－214（営業日の9:00～17:00）

［ホームページ］

http://www.okasan-am.jp
※アクセスにかかる通信料はお客様のご負担となります。
※機種により本サービスをご利用いただけない場合があります。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間
2001年６月27日から2018年２月６日（当初2021

年６月24日）までです。

運 用 方 針

主として、わが国の金融商品取引所上場株式に

投資し、信託財産の成長を図ることを目標に積

極的な運用を行います。

運用にあたっては、トップダウンアプローチと

ボトムアップアプローチを組み合わせて行いま

す。

トップダウンアプローチにより、市況動向、マ

クロ経済の分析等に基づいて投資判断を行いま

す。投資環境の変化に応じてグロース、バ

リュー、大型、中小型といった投資スタイル、

業種配分を決定します。投資銘柄は、ボトム

アップアプローチにより、業績動向、財務内

容、バリュエーション分析等を行い決定しま

す。

マーケットリスクに対しては、市況動向等によ

り株価指数先物取引等を含めた実質株式組入比

率を、原則として純資産総額の０～100％の範

囲内で弾力的に変更します。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークと

し、ベンチマークを上回る投資成果を目指して

運用を行います。

主 要 投 資

対 象

わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対

象とします。

投 資 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。

分 配 方 針

毎年６月26日（休業日の場合は翌営業日）に決

算を行い、原則として、以下の方針に基づき、

収益分配を行います。

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた利子・

配当収入と売買益（評価益を含みます。）等の

全額とします。分配金額は、委託会社が基準価

額水準、配当等収益等を勘案のうえ決定しま

す。分配可能額が少額の場合や基準価額水準に

よっては、収益分配を行わないことがありま

す。

第17期【償還】

運用報告書(全体版)

丸福アドバンテージオープン

【2018年２月６日償還】

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

　皆様の「丸福アドバンテージオープン」は、2018

年２月６日をもちまして信託約款の規定に基づき、

繰上償還となりました。ここに設定以来の運用経過

及び償還内容のご報告をいたしますとともに、皆様

のご愛顧に対して改めてお礼申し上げます。

　今後とも、弊社ファンドに対しまして、一層のご

愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
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○設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

株式組入
比 率

株式先物
比 率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

（ベンチマーク） 期 中
騰 落 率

(設定日) 円 銭 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
2001年６月27日 10,000 － － 1,295.93 － － － 1,581

１期(2002年６月26日) 8,401 0 △16.0 984.28 △24.0 94.2 － 1,452

２期(2003年６月26日) 7,433 0 △11.5 887.86 △ 9.8 94.7 － 584

３期(2004年６月28日) 10,309 0 38.7 1,186.60 33.6 90.0 － 641

４期(2005年６月27日) 10,050 600 3.3 1,161.44 △ 2.1 90.9 － 4,430

５期(2006年６月26日) 10,497 2,500 29.3 1,548.97 33.4 92.7 － 1,491

６期(2007年６月26日) 10,932 1,500 18.4 1,765.87 14.0 91.4 － 1,280

７期(2008年６月26日) 7,705 0 △29.5 1,344.79 △23.8 84.6 － 2,225

８期(2009年６月26日) 5,357 0 △30.5 926.80 △31.1 86.0 － 1,061

９期(2010年６月28日) 4,908 0 △ 8.4 860.80 △ 7.1 89.2 － 676

10期(2011年６月27日) 4,950 0 0.9 825.64 △ 4.1 88.6 － 474

11期(2012年６月26日) 4,104 0 △17.1 738.89 △10.5 93.1 － 329

12期(2013年６月26日) 6,131 0 49.4 1,069.28 44.7 91.4 － 318

13期(2014年６月26日) 7,186 0 17.2 1,263.43 18.2 94.7 － 327

14期(2015年６月26日) 9,670 0 34.6 1,667.03 31.9 95.6 － 282

15期(2016年６月27日) 8,458 0 △12.5 1,225.76 △26.5 91.0 － 213

16期(2017年６月26日) 10,735 100 28.1 1,612.21 31.5 92.0 － 186

(償還時) (償還価額)
17期(2018年２月６日) 13,176.70 － 22.7 1,743.41 8.1 － － 198

（注）基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。

（注）設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。

（注）設定日の東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、設定日前営業日の終値です。

（注）株式先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率

（期　首） 円 銭 ％ ポイント ％ ％ ％
2017年６月26日 10,735 － 1,612.21 － 92.0 －

６月末 10,656 △ 0.7 1,611.90 △ 0.0 92.5 －

７月末 10,695 △ 0.4 1,618.61 0.4 94.2 －

８月末 10,767 0.3 1,617.41 0.3 94.1 －

９月末 11,317 5.4 1,674.75 3.9 93.5 －

10月末 11,973 11.5 1,765.96 9.5 95.9 －

11月末 12,247 14.1 1,792.08 11.2 93.0 －

12月末 12,485 16.3 1,817.56 12.7 87.4 －

2018年１月末 13,181 22.8 1,836.71 13.9 － －

（償還時） （償還価額）
2018年２月６日 13,176.70 22.7 1,743.41 8.1 － －

（注）騰落率は期首比。
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的
なパフォーマンスを示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税
条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）です。
（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、設定日（2001年６月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化してお

ります。

　当ファンド設定後の国内株式市場は、1990年代末期から2000年代初期にかけて急成長を遂げたイン
ターネット関連企業の株価が下落に転じたことや2001年９月のアメリカ同時多発テロ事件などを背景に
投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどから、2003年の春にかけて下落基調で推移しました。その
後は、邦銀の不良債権問題への懸念が残っていた中、同年５月に大手銀行への公的資金の注入が決定さ
れ、金融システムに対する不安が後退したことから反発しました。また2005年８月には、当時の小泉首
相が郵政民営化を目指して衆議院を解散し、日本の構造改革への期待が高まったことなどから、2007年
前半にかけて国内株式市場は上昇基調となりました。
　しかし同年後半以降は、米国のサブプライム住宅ローン問題に対する懸念が強まり、株式市場は下落
しました。そして2008年９月には、米大手金融機関が経営破綻したことに端を発して、世界的な金融危
機が発生したことから急落する展開となりました。その後、主要国の政府や中央銀行が積極的な財政政
策・金融政策を発動したことから、世界経済や金融市場は、徐々に落ち着きを取り戻しました。ただ、
民主党政権に対する先行き不透明感や円高米ドル安の進行が株価の上値を抑える要因となったほか、
2011年３月に東日本大震災が発生し、原子力発電所の事故による経済への悪影響が懸念されたことなど

設定以来の運用経過
設定以来の基準価額等の推移 （2001年６月27日～2018年２月６日）
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から、国内株式市場は底値圏で推移しました。
　2012年11月以降は、当時の野田首相が衆議院解散を表明し、政権交代後の経済対策や日銀による金融
緩和強化への期待が高まり、国内株式市場は反発に転じました。12月には、第二次安倍政権が誕生し、
アベノミクスと呼ばれるデフレ脱却に向けた積極的な経済対策が打ち出されたことで日本経済再生への
期待が高まり、上昇基調となりました。また2013年４月には、日銀が市場予想を上回る金融緩和策を発
表したことなどから、12月末まで上昇基調で推移しました。
　2014年に入ってからは、４月に17年ぶりの消費税率引き上げを控え、国内株式市場は上値の重い展開
で始まりましたが、10月に日銀の追加金融緩和が決定され円安米ドル高が進行したことなどから、2015
年半ばにかけて再び上値を試す展開となりました。しかし夏場以降は、中国景気の減速懸念が高まった
ほか、原油など商品市況の下落を受けて資源国経済の先行き懸念が強まったことなどから、2016年２月
にかけて一段と下落する動きとなりました。
　その後は、米国株式市場が上昇基調で推移したことが好感され、国内株式市場も下げ止まり、11月に
は、米大統領選でトランプ氏が勝利したことを受けて、米新政権の政策に対する期待を織り込む形で米
国株式市場が一段と上昇したことから、国内株式市場も上値を試す展開となりました。償還日にかけて
は、2017年４月下旬に行われたフランス大統領選（第一回投票）で極右候補の得票が伸び悩み、欧州政
治情勢に対する懸念後退と円安ユーロ高が進行したことや日本の衆院選で与党が勝利し、アベノミクス
の再加速への期待が高まったこと、米国株式市場が上昇したことなどが好感され、上値を試す展開とな
りました。

　当ファンドの運用につきましては、トップダウンアプローチとボトムアップアプローチを組み合わせ
て行いました。
　トップダウンアプローチにおいては、市況動向、マクロ経済の分析等に基づいて投資判断を行いまし
た。投資環境の変化に応じてグロース、バリュー、大型、中小型といった投資スタイル、業種配分を決
定しました。投資銘柄は、ボトムアップアプローチにより、業績動向、財務内容、バリュエーション分
析等を行い決定しました。
　なお、2018年１月後半には、償還に向けて保有銘柄の売却を進めました。

設定以来の当ファンドのポートフォリオ （2001年６月27日～2018年２月６日）

　分配金も考慮した設定以来の基準価額の騰落率は、ベンチマークである東証株価指数（TOPIX）の騰
落率を上回りました。
　第１期にベンチマークが下落する中で、株式組入比率を抑制的水準としていたこと、第12期にベンチ
マークが上昇する中で、オーバーウェイトとしていた輸送用機器、銀行業などの株価上昇率が相対的に
高かったこと、第17期に組み入れていた安川電機などの株価が上昇したこと等がプラス寄与となりまし
た。

設定以来の当ファンドのベンチマークとの差異 （2001年６月27日～2018年２月６日）
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○１万口当たりの費用明細� （2017年６月27日～2018年２月６日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) 信 託 報 酬 132 1.132 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投 信 会 社） ( 62) (0.533) 委託した資金の運用の対価

（販 売 会 社） ( 62) (0.533) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後

の情報提供等の対価

（受 託 会 社） (　8) (0.067) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b) 売 買 委 託 手 数 料 41 0.350 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） ( 41) (0.350)

(c) そ の 他 費 用 0 0.004 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） (　0) (0.003) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） (　0) (0.001) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 173 1.486

期中の平均基準価額は、11,665円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

○売買及び取引の状況� （2017年６月27日～2018年２月６日）

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。

株式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国

内

千株 千円 千株 千円

上場 40 111,140 122 322,153
(△ 6) (　　 －)

（注）金額は受渡代金。

（注）単位未満は切捨て。

（注）（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。
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○利害関係人との取引状況等� （2017年６月27日～2018年２月６日）

利害関係人との取引状況

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 111 55 49.5 322 122 37.9

○株式売買比率� （2017年６月27日～2018年２月６日）

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 433,293千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 172,243千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 2.51

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額(A) 657千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額(B) 268千円

(B)／(A) 40.8％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証

券です。
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○組入資産の明細� （2018年２月６日現在）

　有価証券等の組入れはございません。

国内株式

銘 柄
期首(前期末)

株 数

千株

水産・農林業

日本水産 3.5

サカタのタネ 0.4

建設業

東急建設 6

熊谷組 8

大和ハウス工業 2

食料品

寿スピリッツ 0.6

化学

ＤＩＣ 1

サカタインクス 3.7

資生堂 1.5

石油・石炭製品

ＪＸＴＧホールディングス 8

ガラス・土石製品

ニチアス 1

非鉄金属

古河電気工業 1.5

金属製品

ＳＵＭＣＯ 1

機械

三浦工業 1

アイチ　コーポレーション 2

椿本チエイン 3

アマノ 0.7

電気機器

安川電機 1

日本電産 0.4

セイコーエプソン 2

パナソニック 3

ソニー 1.1

銘 柄
期首(前期末)

株 数

千株
スミダコーポレーション 1

東京エレクトロン 0.1

輸送用機器

アイシン精機 0.4

本田技研工業 1.5

その他製品

任天堂 0.2

陸運業

東日本旅客鉄道 0.4

情報・通信業

システナ 0.5

新日鉄住金ソリューションズ 2

じげん 1.7

オービック 0.4

ジャストシステム 1.5

日本電信電話 2

ミロク情報サービス 0.6

ソフトバンクグループ 0.8

卸売業

阪和興業 10

小売業

ニトリホールディングス 0.2

銀行業

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 8

三井住友フィナンシャルグループ 1.5

保険業

Ｔ＆Ｄホールディングス 3

サービス業

イオンファンタジー 0.9

合 計
株 数 89

銘 柄 数 42
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○資産、負債、元本及び償還価額の状況�（2018年２月６日現在）

項 目 償 還 時

円

(A) 資産 199,160,864

コール・ローン等 199,160,864

(B) 負債 416,645

未払信託報酬 414,602

未払利息 231

その他未払費用 1,812

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 198,744,219

元本 150,830,000

償還差益金 47,914,219

(D) 受益権総口数 150,830,000口

１万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 13,176円70銭

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.317670円です。

（注）当ファンドの期首元本額は173,810,000円、期中追加設定元

本額は0円、期中一部解約元本額は22,980,000円です。

○損益の状況� （2017年６月27日～2018年２月６日）

項 目 当 期

円
(A) 配当等収益 1,252,397

受取配当金 1,258,507

受取利息 27

その他収益金 2

支払利息 △　　 6,139

(B) 有価証券売買損益 37,704,115

売買益 43,928,628

売買損 △ 6,224,513

(C) 信託報酬等 △ 2,124,092

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 36,832,420

(E) 前期繰越損益金 14,478,444

(F) 追加信託差損益金 △ 3,396,645

(配当等相当額) (　13,959,091)

(売買損益相当額) (△17,355,736)

償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 47,914,219

（注）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。

○投資信託財産の構成� （2018年２月６日現在）

項 目
償 還 時

評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 199,160 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 199,160 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。
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＜お知らせ＞
・当ファンドは、受益権口数が投資信託約款の繰上償還に関する規定である３億口を長期にわたって下回る状態が継続しており、投資信託契

約を解約することが受益者にとって有利であると認められるため、信託終了（繰上償還）の手続きを行わせていただきました。

上記の内容につきまして、2017年12月１日現在の受益者の方を対象として、異議申立の受付を行いました。

その結果、異議申立をされた受益者の受益権の合計口数が2017年12月１日の受益権総口数の２分の１を超えなかったため、2018年２月６日

をもちまして信託終了（繰上償還）することとなりました。

○投資信託財産運用総括表

信 託 期 間
投資信託契約締結日 2001年６月27日 投資信託契約終了時の状況

投資信託契約終了日 2018年２月６日 資 産 総 額 199,160,864円

区 分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託
負 債 総 額 416,645円

純 資 産 総 額 198,744,219円

受 益 権 口 数 1,581,360,000口 150,830,000口 △1,430,530,000口 受 益 権 口 数 150,830,000口

元 本 額 1,581,360,000円 150,830,000円 △1,430,530,000円 １万口当たり償還金 13,176円70銭

毎計算期末の状況

計 算 期 元 本 額 純 資 産 総 額 基 準 価 額
１万口当たり分配金

金 額 分 配 率

第７期 2,888,110,000円 2,225,246,118円 7,705円 0円 0.0000％

第８期 1,981,750,000 1,061,694,938 5,357 0 0.0000

第９期 1,377,680,000 676,166,142 4,908 0 0.0000

第10期 959,520,000 474,986,727 4,950 0 0.0000

第11期 803,440,000 329,729,667 4,104 0 0.0000

第12期 520,270,000 318,954,046 6,131 0 0.0000

第13期 456,130,000 327,765,952 7,186 0 0.0000

第14期 292,090,000 282,448,393 9,670 0 0.0000

第15期 252,420,000 213,498,201 8,458 0 0.0000

第16期 173,810,000 186,580,197 10,735 100 1.0000

○償還金のお知らせ

１万口当たり償還金 13,176円70銭
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